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名 古 屋 大 学

情報学部 情報学研究科（仮
称
）

（仮
称
）







最新の情報科学技術の学習と文理融合基礎教育による自然・人間・社会の深い理解。それらを駆使して
人工知能・IoT・シミュレーション・デザイン・心理・コミュニティなどで新たな価値を創造する。

価値創造・課題解決に貢献する情報科学技術の創造・発展を目指して

名古屋大学

コンピュータ科学科

データ・シミュレーション・デザインによる現象理解と価値創造を目指して
自 然 情 報 学 科

情報学による人間と社会の真の理解を通した社会変革と価値創造を目指して

人間・社会情報学科

（仮称）

（仮称）

（仮称）

●
●
●
●

コ ン ピ ュ ー タ 科 学 科
自 然 情 報 学 科
人 間 ・ 社 会 情 報 学 科情報学部 （仮称）

（仮称）
（仮称）

（仮称）





最新の情報科学技術の知識とスキルを駆使して実世界を理解し，人工知能・ IoT・データ
サイエンスなどを用いて，自然・人間・社会における問題解決と価値創造を追究する。

●
●

●

●

•

•

•

博 士 課 程 前 期 課 程 博 士 課 程 後 期 課 程

•

•

●
●

●

●

名 古 屋 大 学

情報学研究科 （仮
称
）

情報システム学専攻
知能システム学専攻
数 理 情 報 学 専 攻

（仮称）
（仮称）
（仮称）

複 雑 系 科 学 専 攻
社 会 情 報 学 専 攻
人 間 情 報 学 専 攻

（仮称）
（仮称）
（仮称）



社会の利便性，安全性，快適性を向上する情報科学技術の創造を目指して
情報システム学専攻

実世界と仮想世界の情報循環のための知的システムの創造を目指して
知能システム学専攻

情報数理モデルを通した自然現象や社会現象の解明を目指して
数 理 情 報 学 専 攻

（仮称）

（仮称）

（仮称）

データ・サイエンスとシミュレーションを通した価値創造を目指して
複 雑 系 科 学 専 攻

社会における情報創造の理解と応用による人材養成と価値創造を目指して
社 会 情 報 学 専 攻

人間の心理や認知の情報学的理解と社会の諸問題の解決を目指して
人 間 情 報 学 専 攻

（仮称）

（仮称）

（仮称）
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